































































































































































































































































１ ｗ １ｌｌｌ『(ん,&)＝ 入-1-＜gllGl1)'９，＞－＜g21CBITl亜~二
となる。今，仮にル,＝ｋ,０，ル2＝ル20で特異点があるとすると，／(ん,０，k２０)＝０となる。さ
て，ここで，図９のようにル2平面を考え，経路Ｃに沿って散乱断面積を考える。（このこ
とは，ちょうどＡの入射エネルギーを次第に大きくしていくことに相当する｡)特異点が経
路Ｃに十分近い場合，ｋ,＝ル,０，ノ1屯＝ﾉhoの近似をすると，ｎは，
TMk,&)＝'しﾆﾉh。
と書くことができる。よって，このＴ行列の特異点をﾉt2o＝α＋ｊ６とした場合thresholdの
前後でのＴ行列は，
’MﾙﾄＩｉ１胸二寡''二ｉｌＩｌ:lf雌二鯛,
となる。
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ところで，Z1V-threshold近傍では，ノセの複素平面上での特異点の位置は通常，第２（α
＜０，６＞０)，第３（α＜０，６＜Ｏ)，第４（α＞０，６＜０)象限の何れかにある。それぞ
れの場合について考えると,弾性全散乱断面積はlnl2に比例するから図10のようになる。
ル2の複素平面上での特異点の位置が第２，４象限にあるとき散乱断面積は，roundpeak
となり，第３象限ではｃｕｓｐになることが，この簡単な例から見てとれる。
このように考えると，NijmegenSoftcoreYN相互作用に対して，Z1V-threshold近傍
での散乱断面積がcuspになっているのは,９週Ⅳの複素平面上での特異点の位置が第３象限
にあるためということが理解できる。また，ＪＵｌｉｃｈＹＮ相互作用は，このエネルギー領域
でより引力的であり，その特異点は第２象限にあることがわかっている。このため散乱断
面積はZ1V-threshold近傍でroundpeakになっている8)。
４．まとめ
本論文は，AlV-Z1Vchannelcouplingを含むNijmegensoftcoreYN相互作用に対し，
複素エネルギー面上でのＳ行列の特異点を探し，物理的な意味を明らかにすることを目的
図９：複素平面ｋ２上での経路Ｃ
ｋ２＝０ ｋ２＝０ｋ２＝０
1Ｖ1111１
図１０：ZNthreshold近傍でのＡＮ弾'性全散乱断面積の概形の３つのタイプ。下の数字（11-Ⅳ）は複素
平面ｋ２においてＴ行列の特異点が存在する象眼である。
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とした。
Ｓｅｃ２では，１channelのＳ行列を２channel問題に拡張し，その後に９kの複素平面上
への拡張を行った。Ｓ行列は実軸の真上では解析的に定義されないが，上半面からの解析
接続によって全平面へと拡張した。また，２channel問題ではＳ行列はｑ`Ⅳ，９２Ⅳの２つの
複素平面上で定義することが必要であったが,Uniformizationによって１つの複素平面上
で定義することができた。
Ｓｅｃ３では，Ｓec､２をもとに計算した結果を示すとともにその物理的意味を考察した。
A1V-threshold，ZjV-threshold近傍に特異点の存在が確認された。A1V-threshold近傍
の特異点については，散乱長との相関がはっきりした。また，ZjV-threshold近傍の特異点は
AjV弾性全散乱断面積のｃｕｓｐの原因になっていることを，簡単な例との対応で示した。
今後の課題として，今回の解析はNijmegenSoftcoremodelに対しておこなったが，
Nijmegen相互作用にはこの他にHardcoremodelD9)とＦ１o)があり，これらについても
計算を予定している。
また将来的には，これらの情報をもとにＹＮ相互作用に有力な知見を与えると考えられ
るＡＭＶ－ＺＭＶの連続状態についての解析を行いたいと思っている。
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ＷｅｓｅａｒｃｈｐｏｌｅｓｏｆｔｈｅＳｍａｔｒｉｘｗｈｉｃｈisdefinedonthecomplexenergyplanefor
theNijmegensoftcorehyperon-nucleoninteractionwiththeAjV-ZjVcoupling
TheSmatrixforthesingle-channelproblemisextendedtothetwo-channelAlso，
itisdefinedonunphysicalsheetsbyanalyticcontinuationlnthetwo-channelcasethe
Smatrixasafunctionofmomentabecomessingle-valuedbyso-calleduniformization・
ＷｅｆｉｎｄｐｏｌｅｓａｒｏｕｎｄｂｏｔｈｏｆｔｈｅＡｊＶａndZ1Vthresholds・ThepolebelowtheA1V
thresholdbythe1Soforcecomponent(onanunphysicalsheet)isresponsibleforthe
attractioninthelow-energyregionOntheotherhand,ｔｈｅ３Ｓ１－３Ｄ１ｐｏｌｅｎｅａｒｔｈｅｚＮ
ｔhreshold(alsolocatesonanunphysicalsheet)influencesonthecuspoftheA1Velastic
totalcrosssectionjustabovethisthreshold
